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(57)【要約】
　本発明は、特に、水泳プール及び他の人工貯水槽の水の消毒、部屋、家庭用装置、家具
、家庭用機器、及び産業用装置の公衆衛生及び衛生学的な処理、並びにすすぎ水及び廃水
の消毒を対象とする消毒剤を含む、公衆衛生及び衛生学、並びに消毒配合物の範囲に入る
。消毒配合物は銀及び塩化銀の両方を含有するナノサイズ粒子を含有する。消毒配合物は
少なくとも１つの両性界面活性物質をさらに含有できる。水の消毒を行うために、銀及び
塩化銀を含有するナノサイズ粒子は水に少なくとも１回加えられる。２つの独立請求項、
１２個の従属請求項。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銀及び塩化銀の両方を含有するナノサイズ粒子を含有する消毒配合物。
【請求項２】
　少なくとも１つの両性界面活性物質を含有する請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項３】
　少なくとも１つの両性界面活性物質が、次の一般式：
【化１】

をもつＩ型のカルボン酸及びそれらの誘導体、並びに次の一般式：
【化２】

をもつＩＩ型のカルボン酸及びそれらの誘導体を含む群から選択され、
式中、置換基Ｍ１及びＭ２が、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４を含む群から選択され、ａが１又は
２に等しく、ｂが２又は３に等しく、ｃが１又は２に等しく、ｍが１又は２に等しく、ｎ
が０に等しいか又は０より大きく、ｐが０に等しいか又は０より大きく、ｑが０より大き
く；置換基Ｒ１が分岐及び非分岐飽和及び不飽和直鎖及び環状炭化水素基を含む群から選
択される請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項４】
　少なくとも１つの両性界面活性物質が、Ｎ－（２－エチルヘキシル）－イミノジプロピ
オン酸及びその塩、Ｎ－オクチルイミノジプロピオン酸及びその塩、Ｎ－タローアルキル
イミジノプロピオン酸及びその塩、Ｎ－ココアルキルイミジノプロピオン酸及びその塩、
Ｎ－ココアルキルアミノプロピオン酸及びその塩、Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１

及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の
組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝
２、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、
Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが５～１０の範囲
内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がタローアルキルと定義され、Ｍ１及び
Ｍ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが１～５の範囲内にあり、
ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと
定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが１～５の範囲内にあり、ｐが７～１０
の範囲内にあるＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２が
Ｎａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；
Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝２、ｃ＝
１、ｍ＝１、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及
びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｑが５～１０の範囲内にあ
り、ｐが７～１０の範囲内にあるＩＩ型の化合物の混合物を含む群から選択される請求項
３に記載の消毒配合物。
【請求項５】
　前記消毒配合物中の両性界面活性物質の濃度が、０．００１質量パーセント～２０質量
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パーセントの範囲内にある請求項２に記載の消毒配合物。
【請求項６】
　前記消毒配合物中のナノサイズ粒子の濃度が、１０－４質量パーセント～０．５質量パ
ーセントの範囲内にある請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項７】
　前記消毒配合物が補足添加剤を含有する請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項８】
　補足添加剤が、酸度補正剤、腐食防止剤、及び増粘剤を含む群から選択される請求項７
に記載の消毒配合物。
【請求項９】
　銀及び塩化銀の両方を含有するナノサイズ粒子が水に少なくとも１回加えられる水消毒
法。
【請求項１０】
　さらに少なくとも１つの両性界面活性物質が水に加えられる請求項９に記載の水消毒法
。
【請求項１１】
　少なくとも１つの両性界面活性物質が、次の一般式：
【化３】

をもつＩ型のカルボン酸及びそれらの誘導体、並びに次の一般式：
【化４】

をもつＩＩ型のカルボン酸及びそれらの誘導体を含む群から選択され、
式中、置換基Ｍ１及びＭ２が、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４を含む群から選択され；ａが１又は
２に等しく、ｂが２又は３に等しく、ｃが１又は２に等しく、ｍが１又は２に等しく、ｎ
が０に等しいか又は０より大きく、ｐが０に等しいか又は０より大きく、ｑが０より大き
く；置換基Ｒ１が分岐及び非分岐飽和及び不飽和直鎖及び環状炭化水素基を含む群から選
択される請求項１０に記載の水消毒法。
【請求項１２】
　少なくとも１つの両性界面活性物質が、Ｎ－（２－エチルヘキシル）－イミノジプロピ
オン酸及びその塩、Ｎ－オクチルイミノジプロピオン酸及びその塩、Ｎ－タローアルキル
イミジノプロピオン酸及びその塩、Ｎ－ココアルキルイミジノプロピオン酸及びその塩、
Ｎ－ココアルキルアミノプロピオン酸及びその塩、Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１

及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の
組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝
２、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、
Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが５～１０の範囲
内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がタローアルキルと定義され、Ｍ１及び
Ｍ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが１～５の範囲内にあり、
ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと
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の範囲内にあるＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２が
Ｎａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；
Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝２、ｃ＝
１、ｍ＝１、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及
びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｑが５～１０の範囲内にあ
り、ｐが７～１０の範囲内にあるＩＩ型の化合物の混合物を含む群から選択される請求項
１１に記載の水消毒法。
【請求項１３】
　さらに補足添加剤を水に加える請求項９に記載の水消毒法。
【請求項１４】
　補足添加剤が、酸度補正剤、腐食防止剤、及び増粘剤を含む群から選択される請求項１
３に記載の水消毒法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、水泳プール及び他の人工貯水槽の水の消毒、部屋、家庭用装置、家具
、家庭用機器、及び産業用装置の公衆衛生及び衛生学的な処理、並びにすすぎ水及び廃水
の消毒を対象とする消毒剤を含む、公衆衛生及び衛生学、並びに消毒配合物の範囲に入る
。
【背景技術】
【０００２】
　水泳プール及び他の人工貯水槽の水の消毒、並びに部屋及び機器の公衆衛生及び衛生学
的な処理を対象とする抗微生物配合物が先行技術から公知である。
【０００３】
　１９３５年５月３日付けの米国特許第１９９９３６８６号は、０．５～１質量パーセン
トの「亜塩化銀（silver subchloride）」、すなわち、式中ｘ＝２の次式：ＡｇｘＣをも
つ物質を含有する消毒特性をもつ石鹸を製造する方法を開示している。該特許で提案され
た石鹸は抗菌作用を示し、光に曝された際に色の変化がない。しかし、その石鹸の欠点の
なかには、抗微生物効果の効率が低いこと、すなわち銀の含有量が高いことが含まれる。
【０００４】
　ロシア連邦によって刊行された２０１１年３月２７日付けの特許第２４１４９１２号は
、銀イオン、蒸留水、乳酸、及び過酸化水素の３３％水溶液を含有する消毒水溶液を開示
している。該発明は、医療（health care）、食品、及び製薬産業、並びに地方公営企業
における飲料水の消毒及び保存、並びに水泳プールの消毒での使用を対象とする。しかし
、その殺生物効果が短いことがこの配合物の限界である。
【０００５】
　ロシア連邦の特許の刊行物の出願第２０１０１３４５８９号は、水泳プールの水槽（ba
sins）及びユーティリティルームの表面の抗真菌消毒効果をさらに長くする方法を開示し
、その方法では、濃度が１６７ｐｐｍの銀のナノ粒子の有機水溶液で１６～２０ｏＣの温
度にて４０～５０時間処理することによってナノサイズの銀粒子が外装セラミックタイル
の表面に塗布され、さらにそれらの粒子は炭化水素、水アルコール混合物、及び蒸留水で
室温にて３０分間洗い流される。しかし、この配合物の殺生物効果は不十分で、それが該
配合物の限界である。さらに、そのような多段階の処理方法は幾分複雑で、労働集約的で
ある。
【０００６】
　先行技術から、ポリヘキサメチレングアニジン塩：
【０００７】
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【化１】

【０００８】
に基づく抗微生物配合物、及びポリヘキサメチレンビグアニド：
【０００９】

【化２】

【００１０】
に基づく抗微生物配合物が公知である。
【００１１】
　２０１１年８月２７日付けのロシア連邦特許第２４２７３８０号は、皮膚カバー（cuta
neous cover）の処理を対象とする消毒剤を開示し、該消毒剤は、コロイド状の銀、ポリ
ヘキサメチレングアニジン塩、又はポリヘキサメチレンビグアニド塩を含有する。この消
毒剤は、Escherichia coli、Staphylococcus aureus、Leuconostoc mesenteroides、Aspe
rgillus niger、Saccharomyces cerevisiaeに対して強い殺生物作用を示す。それらの株
に対する、ロシア連邦特許第２４２７３８０号に開示の消毒剤の最小発育阻止濃度は、コ
ロイド状の銀を含有しない類似体消毒剤の最小発育阻止濃度と比べて数倍低い。本質的な
特長の組み合わせによると、ロシア連邦特許第２４２７３８０号に開示の消毒剤は本発明
のもっとも近い類似体である。
【００１２】
　現時点で利用可能なコロイド状の銀及びポリヘキサメチレングアニジンの誘導体に基づ
く抗微生物配合物の主な限界並びにそれらの配合物の使用関連方法の限界の１つは、ポリ
ヘキサメチレングアニジンの誘導体によって安定化された正の電荷をもつ銀の粒子が、水
泳プールの配管や壁ではなくむしろ、水処理フィルター、特に、酸化ケイ素及びアルミノ
ケイ酸塩を含有する材料から作られたものに容易に取り込まれることである。さらに、そ
れらの配合物は凍結及びさらなる解凍時に安定性を失う。コロイド状の銀に基づく配合物
の殺菌作用に非常に重要な役目を果たす銀イオンの生成速度は銀粒子の酸化溶解の過程に
おいてかなり低いので、水中で銀イオンの十分な濃度を維持するためには、高濃度のコロ
イド状の銀を用いる必要がある。
【００１３】
　上記に対して、ａ）凍結及びさらなる解凍に対する耐性を向上することによって配合物
の安定性を上げる課題；ｂ）これらの配合物が水処理フィルターに捕捉される度合いを下
げる課題；ｃ）銀イオンを生成する速度を上げる、したがって、消毒剤の殺菌作用を増や
す課題などの含銀消毒配合物及びそれらの使用の関連方法の効力を高める課題が現れてい
る。
【００１４】
　特許を請求する技術的成果は、消毒配合物を用いることによって達成され、その詳細を
下記に記載する。
【発明の概要】
【００１５】
　コロイド状の銀に基づく配合物の抗微生物活性に対するさまざまな添加物の影響に関す
る実験研究の過程で、ｘ＞１である不定比の組成物ＡｇｘＣｌをもつ粒子を含む銀及び塩
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化銀の両方を含有するナノサイズ粒子のほうが、類似銀（Ａｇ）粒子及び塩化銀（ＡｇＣ
ｌ）のナノサイズ粒子と比べて高いレベルの抗菌活性を示すことが見出されている。
【００１６】
　塩化銀による銀の部分置換が、塩化銀の漸進的な溶解による銀イオンの生成速度の増加
をもたらすという事実に関連するようである。それにより、求められる効力を達成するた
めに使用される銀ナノ粒子に基づく配合物の量と比べて少ない量の銀及び塩化銀の両方を
含有するナノサイズ粒子に基づく配合物を用いてその目的を達成することが可能になる。
ところで、塩化銀ナノサイズ粒子のコロイド状溶液の実験的に観察された抗菌活性は、銀
及び塩化銀の両方を含有するナノサイズ粒子に基づく配合物の抗微生物活性と比べて低い
。この現象は、まず第一に、低分子化合物によって安定化された塩化銀コロイド状溶液は
凝集しやすく、特に、生物培地に含有される電解物に曝されたときに凝集しやすいことに
起因する。ナノ粒子集合体の表面積は、集合体を形成する粒子の総表面積と比べて著しく
小さいため、塩化銀ナノ粒子の凝集の過程において、粒子の表面積に正比例して変わる、
粒子溶解時の銀イオンの生成速度は著しく低下する。さらに、光に曝された際に塩化銀は
光分解されやすい。
【００１７】
　よって、銀及び塩化銀を含有するナノサイズ粒子は、ａ）塩化銀の存在に起因する銀イ
オンの生成が速いこと；ｂ）銀ナノ粒子の凝集安定性が高いこと；及びそれゆえにｃ）顕
著な抗菌活性が大きいことを特徴とする。
【００１８】
　処理条件及び配合物の成分に応じて、銀及び塩化銀の両方を含有するナノサイズ粒子を
使用することにより、ａ）低濃度の活性物質で、つまり、低コストの消毒配合物で、ナノ
サイズの銀又は塩化銀粒子に基づく配合物に対して、同じ強度又は増加した強度の抗微生
物作用を達成すること；ｂ）配合物のコストは変えずに、銀コロイド溶液の作用の強度と
比べて抗微生物作用の強度を増加させること；ｃ）配合物のコストは変えずに、塩化銀コ
ロイド溶液の作用の強度と比べて抗微生物作用の強度を増加させることが可能になる。
【００１９】
　銀及び塩化銀の両方を含有するナノサイズ粒子に基づく配合物の抗微生物作用に対する
安定剤の影響に関する実験研究の過程において、アミノ酢酸のＮ－アルキル置換誘導体、
３－アミノプロピオン酸、イミノ二酢酸、及びイミノジプロピオン酸を含む、ω－アミノ
カルボン酸及びイミノジカルボン酸の誘導体などの両性界面活性物質（ＳＡＳ）を含有す
る配合物が見出されている。
【００２０】
　実験研究を実施する間に、そのようなナノ粒子がグラム陽性及びグラム陰性菌並びに真
菌を含む多くの原核及び真核微生物に対して顕著な殺生物活性を示すことが見出されてい
る。両性ＳＡＳによって安定化された銀及び塩化銀を含有するナノ粒子は広範囲のｐＨで
安定であり、電解物の存在下において凝集に対して耐性があり、この事実に起因してその
ようなナノ粒子が幅広い範囲の活性をもつ消毒配合物として使用できることが見出されて
いる。
【００２１】
　試験された両性ＳＡＳによって安定化された銀及び塩化銀を含有するナノ粒子は負の電
荷をもち、これに起因して、そのようなナノ粒子の取り込みが、同様に帯電する水処理フ
ィルター並びに特に酸化ケイ素及びアルミノケイ酸塩を含有する材料から作られたフィル
ターにおいて妨げられる。さらに、そのようなナノ粒子のコロイド溶液は、さらなる解凍
を伴って何度も凍結した際に凝集安定性を保持する。
【００２２】
　銀及び塩化銀の両方を含有するナノ粒子は、例えば、塩化物イオンの存在下でナノサイ
ズの銀粒子を部分酸化することによって得られることができる。
【００２３】
　本発明は、銀及び塩化銀の両方のナノサイズ粒子を含有する消毒配合物に属する。
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【００２４】
　本発明の好ましい実施形態では、消毒配合物は、少なくとも１つのさらなる両性界面活
性物質を含有する。
【００２５】
　本発明の好ましい実施形態では、消毒配合物中の両性界面活性物質の濃度は０．００１
質量パーセント～２０質量パーセントである。
【００２６】
　本発明の好ましい実施形態では、ナノサイズの銀粒子の濃度は１０－４質量パーセント
～０．５質量パーセントである。
【００２７】
　本発明の好ましい実施形態では、消毒配合物は補足添加剤を含有する。
【００２８】
　本発明の好ましい実施形態では、補足添加剤は、酸度補正剤、腐食防止剤、及び増粘剤
を含む群から選択される。
【００２９】
　本発明の好ましい実施形態では、少なくとも１つの両性界面活性物質は、次の一般式：
【００３０】
【化３】

【００３１】
をもつカルボン酸及びそれらの誘導体（Ｉ型化合物）；
【００３２】
並びに次の一般式：
【００３３】

【化４】

【００３４】
をもつカルボン酸及びそれらの誘導体（ＩＩ型化合物）を含む群から選択され、
【００３５】
式中、Ｍ１及びＭ２は、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４を含む群から選択され、ａは１又は２に等
しく、ｂは２又は３に等しく、ｃは１又は２に等しく、ｍは１又は２に等しく、ｎは０に
等しいか又は０より大きく、ｐは０に等しいか又は０より大きく、ｑは０より大きく、さ
らに置換基Ｒ１は分岐及び非分岐飽和及び不飽和直鎖及び環状炭化水素基を含む群から選
択される。
【００３６】
　本発明の好ましい実施形態では、少なくとも１つの両性界面活性物質は、Ｎ－（２－エ
チルヘキシル）－イミノジプロピオン酸及びその塩、Ｎ－オクチルイミノジプロピオン酸
及びその塩、Ｎ－タローアルキル（tallowalkyl）イミジノプロピオン酸及びその塩、Ｎ
－ココアルキルイミジノプロピオン酸及びその塩、Ｎ－ココアルキルアミノプロピオン酸
及びその塩、Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、
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ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義さ
れ、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝２、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０
のＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝
１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが５～１０の範囲内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混
合物；Ｒ１がタローアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝
３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが１～５の範囲内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１

がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、
ｍ＝２、ｎが１～５の範囲内にあり、ｐが７～１０の範囲内にあるＩ型の化合物の混合物
；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ
＝２、ｍ＝２、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１

及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝２、ｃ＝１、ｍ＝１、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型
の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ
＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｑが５～１０の範囲内にあり、ｐが７～１０の範囲内にあるＩＩ
型の化合物の混合物を含む群から選択される。
【００３７】
　「ココアルキル」という用語は、飽和及び不飽和炭化水素基、主にＣ８～Ｃ２２の混合
物を意味し、ココナッツオイルの化学的処理の過程で得られる生成物の一部である。
【００３８】
　「タローアルキル」という用語は、飽和及び不飽和炭化水素基、主にＣ８～Ｃ２４の混
合物を意味し、獣脂の化学的処理の過程で得られる生成物の一部である。
【００３９】
　本発明はまた、水の消毒方法に属し、そこでは銀及び塩化銀の両方を含有するナノサイ
ズ粒子が水に少なくとも１回加えられる。
【００４０】
　本発明の好ましい実施形態では、さらに少なくとも１つの両性界面活性物質が水に加え
られる。
【００４１】
　本発明の好ましい実施形態では、少なくとも１つの両性界面活性物質は、次の一般式：
【００４２】
【化５】

【００４３】
をもつカルボン酸及びそれらの誘導体（Ｉ型化合物）；
【００４４】
並びに次の一般式：
【００４５】
【化６】

【００４６】
をもつカルボン酸及びそれらの誘導体（ＩＩ型化合物）を含む群から選択され、
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【００４７】
式中、Ｍ１及びＭ２は、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４を含む群から選択され、ａは１又は２に等
しく、ｂは２又は３に等しく、ｃは１又は２に等しく、ｍは１又は２に等しく、ｎは０に
等しいか又は０より大きく、ｐは０に等しいか又は０より大きく、ｑは０より大きく、さ
らに置換基Ｒ１は分岐及び非分岐飽和及び不飽和直鎖及び環状炭化水素基を含む群から選
択される。
【００４８】
　本発明の好ましい実施形態では、少なくとも１つの両性界面活性物質は、Ｎ－（２－エ
チルヘキシル）－イミノジプロピオン酸及びその塩、Ｎ－オクチルイミノジプロピオン酸
及びその塩、Ｎ－タローアルキルイミジノプロピオン酸及びその塩、Ｎ－ココアルキルイ
ミジノプロピオン酸及びその塩、Ｎ－ココアルキルアミノプロピオン酸及びその塩、Ｒ１

がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、
ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２

がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝２、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の組成物；
Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝
１、ｍ＝２、ｎが５～１０の範囲内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がタロ
ーアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝
２、ｎが１～５の範囲内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアルキルと
定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが１～
５の範囲内にあり、ｐが７～１０の範囲内にあるＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアル
キルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｑ
＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと
定義され、ａ＝１、ｂ＝２、ｃ＝１、ｍ＝１、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；Ｒ１が
ココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ
＝２、ｑが５～１０の範囲内にあり、ｐが７～１０の範囲内にあるＩＩ型の化合物の混合
物を含む群から選択される。
【００４９】
　本発明の好ましい実施形態では、さらに補足添加剤が水に加えられる。
【００５０】
　本発明の好ましい実施形態では、補足添加剤は、酸度補正剤、腐食防止剤、及び増粘剤
を含む群から選択される。
【実施例】
【００５１】
　本発明を下記の代替的な実施形態の例を用いて説明する。
【００５２】
実施例１
　０．０３質量パーセントの両性ＳＡＳ、Ｎ－ココアルキルイミノジプロピオン酸ナトリ
ウム及び０．００２５質量パーセントのナノサイズ銀粒子を含有するコロイド状溶液中の
銀ナノ粒子の部分酸化から生成した溶液を消毒配合物として使用した。銀のコロイド状の
溶液は、２０１１年５月２７日付けのロシア連邦特許第２４１９４３９号「抗菌配合物及
びその製造方法」に開示された方法を用いて得た。両性ＳＡＳ、Ｎ－ココアルキルイミノ
ジプロピオン酸ナトリウムの溶液を陽イオンＳＡＳの溶液の代わりに用いた。酢酸銀の水
溶液を両性ＳＡＳの溶液に撹拌しながら滴下した。得られた混合物を１５分間撹拌し、次
に水素化ホウ素ナトリウムＮａＢＨ４及び両性ＳＡＳを含有する水溶液を混合物に撹拌し
ながら滴下した。全量の水素化ホウ素ナトリウムを加えて、溶液をさらに１時間撹拌した
。よって、濃い茶色の銀コロイド溶液が得られた。合成の過程の間、銀塩が水素化ホウ素
ナトリウムによって完全に還元され、ナノサイズの銀粒子が生成されることが示された。
銀ナノ粒子の部分酸化の目的のために、化学量論的な量の２倍の過剰塩化ナトリウム溶液
を得られた溶液に加え、次に濃度が９質量パーセントの過酸化水素溶液を撹拌しながら滴
下した。そのままで溶液は徐々に濃い青紫色を増した。



(10) JP 2017-531030 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

【００５３】
　塩化銀コロイド状溶液とは対照的に、得られた消毒配合物Ａ－１は、光に曝された際に
安定であり、長期の凝集安定性を示す。同時に、スペクトルの紫外領域及び可視領域内で
の、得られた消毒配合物の吸収スペクトルは、初期のナノサイズの銀粒子の吸収スペクト
ルと異なる。Ａ－１消毒配合物を透過電子顕微鏡法で調べた。配合物の試料において非晶
質ナノ粒子が見出され、電子ビームによる分解のもとに銀粒子が生成された。電子微小回
折によって得られた情報から、マイクロディフラクトグラム（microdiffractogram）パタ
ーンの回折環の位置が多結晶銀試料の標準的なマイクロディフラクトグラムパターンと同
じであったので、配合物の分解の過程で銀粒子が生成されたことが確かめられた。さらに
、Ａ－１配合物の組成中の塩化銀及び銀の存在を広域Ｘ線吸収微細構造分光法（ＥＸＡＦ
Ｓ）で確認した。Ａ－１配合物の凝固ナノサイズ粒子の試料において結合Ａｇ－Ａｇ及び
Ａｇ－Ｃｌが検出され、配合物のナノサイズ粒子が銀及び塩化銀の両方を含有することの
証拠を提供した。
【００５４】
　よって、Ａ－１消毒配合物は、Ｎ－ココアルキルイミノジプロピオン酸ナトリウム、銀
及び塩化銀を含有するナノサイズ粒子、並びに他の反応生成物のほかに、水を最高で１０
０質量パーセントまで含有した。
【００５５】
　グラム陰性菌Escherichia coli ATCC 25922及びグラム陽性菌Staphylococcus aureus F
DA 209P、並びに他の細菌に対する配合物の抗菌活性を、細胞懸濁液をコロイド状ナノサ
イズ溶液と１時間インキュベーションした後に評価する過程で、懸濁液の試料を温度３０
ｏＣで取り出し、ペトリ皿の固体寒天培地に播いた。ペトリ皿を３０ｏＣの温度で２４時
間インキュベーションし、出現コロニーの数を目視で数えた。第１の対照、Ｎ－ココアル
キルイミノジプロピオン酸ナトリウムによって安定化された銀ナノ粒子の初期溶液、並び
に第２の対照、０．０３質量パーセントのＮ－ココアルキルイミノジプロピオン酸ナトリ
ウム及び０．００２５質量パーセントの塩化銀を含有するコロイド状塩化銀溶液の抗菌活
性を類似の方法で推定した。第２の対照は、Ｎ－ココアルキルイミノジプロピオン酸ナト
リウムを追加で含有した、化学量論的な量の硝酸銀溶液と塩化ナトリウム溶液を混ぜるこ
とによって作製した。
【００５６】
　同じ効力の抗菌作用を達成するためには、第２の対照は提案されたＡ－１消毒配合物の
２～２．５倍の過剰量で細胞懸濁液に加えられる必要があることが示された。さらに、同
じ効力の抗菌作用を達成するために、第２の対照は、提案されたＡ－１消毒配合物の量の
７～８倍の過剰量で細胞懸濁液に加える必要があることが示された。また、同じ効力の抗
菌作用を達成するために、第１の対照と第２の対照の同量の混合物は、提案されたＡ－１
消毒配合物の量の４～５倍の過剰量で細胞懸濁液に加える必要があることが示された。こ
れは、銀及び塩化銀を含有するナノ粒子に基づく消毒配合物がコロイド状銀又はコロイド
状塩化銀と比べて幾分多くの殺生物活性の出現（some more expressed biocidal activit
y）を示すことを意味する。またこれは、銀及び塩化銀を含有するナノ粒子の使用が銀と
塩化銀の殺生物活性を相互に増強する相乗効果をもたらすことを意味する。よって、提案
された消毒配合物の使用は、特許を請求する技術的成果の達成、すなわち該配合物の殺生
物活性の増加をもたらした。
【００５７】
　産業用及び家庭用装置及び機器を得られたＡ－１消毒配合物で処理した。配合物の消毒
作用の効力は、処理対象体から取った拭き取り試料採取の細菌量に基づいて評価した。得
られた消毒配合物は産業及び家庭の両方で消毒に使用できることが示された。また、得ら
れた消毒配合物は水の消毒にも使用できた。得られた消毒配合物はヒトに対して低毒性で
あり、さらに皮膚及び粘膜を刺激せず、増感、発がん性、変異原性、又は催奇性の効果を
持たないことが示された。
【００５８】



(11) JP 2017-531030 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

　毒物学試験を行った後、得られた配合物を水泳プールの水消毒用の消毒剤として試験し
た。試験の実施には、容量が１０ｍ３の水槽を選んだ。水槽は、スキマーを通して排水し
、砂濾過器を通して濾過し、且つ水槽を濾過した水で再び給水することを含む標準的な再
循環回路を有した。６０ｇの硫酸アルミニウムを加えることによって、加重（weighted）
粒子の凝固を１週間に１回行った。水槽には１日当たり３０～７０人が訪れた。１か月間
、水１ｍ３につき、１５ｍｇの銀及び塩化銀の両方を含有するナノ粒子に相当する６リッ
トルの得られた消毒配合物を水槽に毎日加えた。ロシア連邦ＧＯＳＴ　Ｒ　５１３０９－
９９「飲料水　原子分光法による元素含有量の測定」の国家標準に従って、原子吸光分光
計Ｓｈｉｍａｄｚｕ　ＡＡ－７０００を用いた吸光分析の方法で水槽の水中の銀の濃度を
毎日測定した。水中の銀の平均含有量は４ｍｇ／ｍ３になり、配合物の粒子の部分的な凝
固及びフィルター上の粒子の吸着に関連することが示された。そのような銀濃度を維持す
ることは、試験の全期間、以下の値の水の細菌量を達成及び維持することを可能にした。
総菌数（ＴＢＣ）は１ｍｌ当たり４０コロニー形成単位（ＣＦＵ）を超えていなかった。
大腸菌群は存在しなかった。耐熱性大腸菌群は存在しなかった。さらに上記の要素はすべ
て、得られた消毒配合物を用いた水消毒の効力の証拠を提供した。
【００５９】
　したがって、得られた配合物は、水泳プールの水消毒用の消毒剤として使用できる。
【００６０】
一群の例（Group of examples）１
　一群の例１の消毒配合物を実施例１に記載のものに類似の方法で得た。その場合では、
硝酸銀及び酢酸銀を還元し、さらにＮ－ココアルキルイミノジプロピオン酸ナトリウム、
又はＮ－（２－エチルヘキシル）－イミノジプロピオン酸ナトリウム、又はＮ－オクチル
イミノジプロピオン酸ナトリウム、又はＮ－タローアルキルイミノジプロピオン酸塩、又
はＮ－ココアルキルアミノプロピオン酸ナトリウム、又はＲ１がココアルキルと定義され
、Ｍ１及びＭ２がＮａを表わし、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ
型の組成物；又はＲ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａを表わし、ａ＝２
、ｂ＝２、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の組成物；又はＲ１がココアルキルと
定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａを表わし、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが５～１
０の範囲内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；又はＲ１がタローアルキルと定義さ
れ、Ｍ１及びＭ２がＮａを表わし、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが５～１０の範
囲内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；又はＲ１がココアルキルと定義され、Ｍ１

及びＭ２がＮａを表わし、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが５～１０の範囲内にあ
り、ｐが７～１０の範囲内にあるＩ型の化合物の混合物；又はＲ１がココアルキルと定義
され、Ｍ１及びＭ２がＮａを表わし、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｑ＝１、ｐ＝０
のＩＩ型の組成物；又はＲ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａを表わし、
ａ＝１、ｂ＝２、ｃ＝１、ｍ＝１、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；又はＲ１がココア
ルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａを表わし、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｑ
が５～１０の範囲内にあり、ｐが７～１０の範囲内にあるＩＩ型の化合物の混合物を両性
ＳＡＳとして使用した。両性ＳＡＳの濃度は０．００１質量パーセント～２０質量パーセ
ントの範囲内でさまざまであり、ナノサイズの銀粒子の濃度は１０－４質量パーセント～
０．５質量パーセントの範囲内でさまざまであった。得られた消毒配合物は各々、両性Ｓ
ＡＳ、銀及び塩化銀を含有するナノサイズ粒子、並びに配合物の合成の過程の間に起こっ
た反応の生成物のほかに、水を最高で１００質量パーセントまで含有した。
【００６１】
　Escherichia coli、Staphylococcus aureus、Leuconostoc mesenteroides、Legionella
 pneumophila、Shigella spp.、Pseudomonas aeruginosa、Salmonella enterica、Candid
a albicans、Trichophyton spp.に関して、得られた消毒配合物の効力の評価を実施例１
で用いたものに類似した方法で実施した。消毒配合物は、試験で使用された微生物に対し
て殺生物活性の出現を示した。すべての場合において、ナノサイズの銀粒子に基づく類似
配合物及び塩化銀に基づく配合物と比較して配合物の殺生物活性が統計的に有意に増加し
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た技術的成果が達成された。
【００６２】
　産業用及び家庭用装置及び機器を得られた消毒配合物で処理した。配合物の消毒作用の
効力は、処理対象体から取った拭き取り試料採取の細菌量に基づいて評価した。得られた
消毒配合物は産業及び家庭の両方で消毒に使用できることが示された。また、得られた消
毒配合物は水の消毒にも使用できた。
【００６３】
　少量の化学的に適合性のある補足添加剤を、開発した消毒配合物、特に、酸度補正剤、
腐食防止剤、及び増粘剤の組成に導入することが配合物の殺生物活性の著しい減少をもた
らさないことが示された。
【００６４】
　銀及び塩化銀並びに本明細書の例に述べられていない両性ＳＡＳを含有するナノ粒子に
基づく消毒配合物の多くが、該例に記載の配合物を作製する方法に類似の方法で作製及び
使用できることは当業者に明らかである。特許を請求する消毒配合物は、合理的で、技術
的に実現可能で、且つ合法的である場合、他の消毒配合物のように特定の実務上課題を解
決するのに使用できることは当業者に明らかである。よって、特許を請求する、消毒配合
物の使用方法のリストは、特許を請求する消毒配合物の実際の使用の可能な実施形態を限
定しないことは明らかである。
【手続補正書】
【提出日】平成29年8月17日(2017.8.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銀及び塩化銀の両方を含有するナノサイズ粒子並びに少なくとも１つの両性界面活性物
質を含有する消毒配合物。
【請求項２】
　少なくとも１つの両性界面活性物質が、次の一般式：

【化１】

をもつＩ型のカルボン酸及びそれらの誘導体、並び次の一般式：
【化２】

をもつＩＩ型のカルボン酸及びそれらの誘導体を含む群から選択され、
式中、置換基Ｍ１及びＭ２が、Ｈ、Ｎａ、Ｋ、ＮＨ４を含む群から選択され；ａが１又は
２に等しく、ｂが２又は３に等しく、ｃが１又は２に等しく、ｍが１又は２に等しく、ｎ
が０に等しいか又は０より大きく、ｐが０に等しいか又は０より大きく、ｑが０より大き
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く；置換基Ｒ１が分岐及び非分岐飽和及び不飽和直鎖及び環状炭化水素基を含む群から選
択される請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項３】
　少なくとも１つの両性界面活性物質が、Ｎ－（２－エチルヘキシル）－イミノジプロピ
オン酸及びその塩、Ｎ－オクチルイミノジプロピオン酸及びその塩、Ｎ－タローアルキル
イミジノプロピオン酸及びその塩、Ｎ－ココアルキルイミジノプロピオン酸及びその塩、
Ｎ－ココアルキルアミノプロピオン酸及びその塩、Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１

及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の
組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝２、ｂ＝
２、ｃ＝２、ｍ＝２、ｎ＝１、ｐ＝０のＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、
Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが５～１０の範囲
内にあり、ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がタローアルキルと定義され、Ｍ１及び
Ｍ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが１～５の範囲内にあり、
ｐ＝０のＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと
定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｎが１～５の範囲内にあり、ｐが７～１０
の範囲内にあるＩ型の化合物の混合物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２が
Ｎａと定義され、ａ＝２、ｂ＝３、ｃ＝２、ｍ＝２、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；
Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝２、ｃ＝
１、ｍ＝１、ｑ＝１、ｐ＝０のＩＩ型の組成物；Ｒ１がココアルキルと定義され、Ｍ１及
びＭ２がＮａと定義され、ａ＝１、ｂ＝３、ｃ＝１、ｍ＝２、ｑが５～１０の範囲内にあ
り、ｐが７～１０の範囲内にあるＩＩ型の化合物の混合物を含む群から選択される請求項
２に記載の消毒配合物。
【請求項４】
　前記消毒配合物中の両性界面活性物質の濃度が、０．００１質量パーセント～２０質量
パーセントの範囲内にある請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項５】
　前記消毒配合物中のナノサイズ粒子の濃度が、１０－４質量パーセント～０．５質量パ
ーセントの範囲内にある請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項６】
　前記消毒配合物が補足添加剤を含有する請求項１に記載の消毒配合物。
【請求項７】
　補足添加剤が、酸度補正剤、腐食防止剤、及び増粘剤を含む群から選択される請求項６
に記載の消毒配合物。
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